
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

は
、
す
べ
て
の
業
種
で
働
く

労
働
者
が
８
時
間
働
け
ば
人

間
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
出

来
る
労
働
条
件
、
ト
ラ
ッ
ク

労
働
者
の
長
時
間
労
働
、
過

積
載
な
ど
是
正
さ
せ
る
要
請

行
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
働
く
仲
間
の
皆
さ
ん
が

一
致
団
結
し
て
力
関
係
を
変
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
。」
と
訴
え
ま
し
た
。
中

央
本
部
が
作
成
し
た
ビ
ラ
は
、
コ
ロ

ナ
が
理
由
で
仕
事
が
減
っ
た
、
低
賃

金
で
生
活
が
苦
し
い
、
人
手
が
足
り

ず
仕
事
が
回
ら
な
い
、
職
場
で
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
が
あ
る
、
突
然
解
雇
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
な
ど
様
々
な
問
題
を

抱
え
る
労
働
者
向
け
の
内
容
で
、
宣

伝
行
動
は
約
４０
分
間
で
４００
個
の
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ビ
ラ
を
配
布
。
各
支
部
か

ら
の
参
加
者
は
、
関
西
支
部
３
名
、

大
阪
合
同
支
部
２
名
、
此
花
支
部
１

名
、
大
阪
府
本
部
役
員
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

 

大
阪
府
本
部
は
、
１０
月
１
日

（
土
）
午
前
１０
時
か
ら
、
JR
京

橋
駅
と
京
阪
京
橋
駅
の
連
絡
通

路
で
組
織
拡
大
宣
伝
行
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
大
阪
府
本

部
・
荻
田
書
記
長
と
関
西
支

部
・
福
山
組
合
員
が
労
働
組
合

へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
「
私
達
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２０２３年度新役員体制 

執行委員長   阪口 昇治  執行委員  岡本 英裕    会計監査  田中 孝史 

副執行委員長  大西 規善  執行委員  長﨑屋 勉    会計監査  森 久美子 

書記長     松澤 伸樹  執行委員  前田 欣也            

書記次長    森  渉   執行委員  松永  健 

執行委員    伊藤 正光  執行委員  和田 成弘 

執行委員    上村 一丸   

 

 

大
阪
合
同
支
部
は
10
月
８

日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
国

労
大
阪
会
館
に
て
第

19
回

定
期
大
会
を
役
員

12
名
と

代
議
員

16
名
（
委
任
を
含

め
）
が
出
席
し
て
開
催
し
、

２
０
２
２
年
度
一
般
経
過
報

告
、
会
計
決
算
・
監
査
報
告
、

２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
、

予
算
、
ス
ト
権
を
確
認
す
る

一
方
、
新
役
員
を
選
出
し
ま

し
た
。
３
名
が
傍
聴
参
加
し

ま
し
た
。 

 

定
期
大
会
で
は
、
支
部
を

代
表
し
て
阪
口
委
員
長
が

「
政
治
で
は
、
国
葬
問
題
や

反
社
会
的
集
団
で
あ
る
統
一

協
会
と
政
治
家
の
癒
着
な
ど

深
刻
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
大
阪
で
は
、
維
新
政
治

の
も
と

21
万
の
カ
ジ
ノ
反

対
署
名
を
握
り
つ
ぶ
す
な
ど

府
民
犠
牲
の
悪
政
が
行
わ
れ

て
い
る
。
一
方
、
異
常
な
円

安
に
よ
っ
て
物
価
が
高
騰
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度
一
般
経
過
報
告
、
２
０
２

３
年
度
運
動
方
針
案
を
報

告
・
提
案
し
、
伊
藤
財
政
部

長
が
会
計
決
算
報
告
及
び
予

算
案
、
田
中
会
計
監
査
が
報

告
・
提
案
。
森
書
記
次
長
が

２
０
２
３
年
度
重
点
要
求
・

課
題
で
の
ス
ト
権
確
立
を
提

案
し
ま
し
た
。
一
般
経
過
報

告
は
拍
手
多
数
、
会
計
決
算

報
告
及
び
監
査
報
告
、2023

年
度
運
動
方
針
案
、
予
算
案

は
、
全
員
の
賛
成
で
確
認
決

定
し
ま
し
た
。 

 

議
案
に
対
す
る
討
論
で

は
、
阪
急
バ
ス
分
会
、
新
協

建
設
工
業
分
会
、
絆
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
グ
ル
ー
プ
分

会
、
沿
岸
サ
ー
ビ
ス
分
会
、

泉
物
流
産
業
分
会
、
共
同
輸

送
分
会
、
Ｄ
Ｓ
Ｖ
分
会
な
ど

の
代
議
員
と
傍
聴
者
の
９
人

が
、
職
場
で
の
要
求
実
現
や

問
題
点
、
組
織
拡
大
の
重
要

性
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
、

討
論
に
参
加
し
ま
し
た
。
２

０
２
３
年
重
点
要
求
・
課
題

で
の
ス
ト
権
投
票
で
は
、
全

員
の
賛
成
で
確
立
し
、
次
期

役
員
も
全
員
が
圧
倒
的
な
信

任
で
選
出
さ
れ
ま
し
た 

  

組
織
の
強
化
拡
大
に
む
け
奮

闘
し
よ
う
」
と
挨
拶
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

 

 

運
動
方
針
・
予
算
・
ス
ト

権
を
全
員
賛
成
で
決
定 

 

第
19
回
定
期
大
会
で
は
、

松
澤
書
記
長
が
２
０
２
２
年

し
、
労
働
者
・
国
民
の
生
活
を

直
撃
し
て
お
り
、
賃
金
引
上
げ

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
こ

そ
労
働
者
に
組
合
加
入
を
訴

え
、
い
っ
し
ょ
に
要
求
実
現
し

よ
う
と
呼
び
か
け
、
要
求
実
現

が
で
き
る
力
を
つ
く
る
た
め
、



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

監
査
報
告
と
2023
年
度
予
算
編

成(

案)

が
提
案
さ
れ
、
大
塚
会

計
監
査
よ
り
監
査
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

次
に
石
塚
書
記
長
よ
り
特

別
報
告
が
行
わ
れ

２０１８

に
発

生
し
た
前
書
記
に
対
す
る
最

終
報
告
が
あ
り
訴
訟
の
結
果

と
返
済
状
況
、
今
後
の
返
済

対
応
の
見
通
し
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
休
憩
後
の

質
疑
・
討
論
で
は
、
13
の
分

会
か
ら
各
分
会
が
現
状
抱
え

て
い
る
問
題
や
職
場
要
求
に

つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
、
最

後
に
青
年
婦
人
部
か
ら
の
活

動
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
各
議
案
の
採
決
が
行

わ
れ
、
一
般
経
過
報
告
・
会

計
報
告
・
監
査
報
告
、
予
算

編
成(

案)

並
び
に
諸
決
議

(

案)

、
大
会
宣
言(

案)

と
大
会

ス
ロ
ー
ガ
ン
「
物
価
高
騰
、

コ
ロ
ナ
禍
で
の
神
田
支
部
の

必
要
性
を
示
し
、
組
織
的
力

量
強
化
に
向
け
て
更
な
る
躍

進
を
!!
」
を 

の
挨
拶
が
あ
り
、
世
界
紛
争

に
起
因
す
る
原
油
価
格
の
高

騰
と
、
急
速
に
進
ん
だ
円
安

の
影
響
に
よ
る
物
価
高
騰
が

影
響
し
10

月
１
日
か
ら
も

約
6,700

品
目
が
値
上
げ
な
ど

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
以
前
に

も
増
し
て
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
ト
ラ
ッ
ク

運
輸
産
業
に
目
を
向
け
る
と

こ
の
間
、
改
善
基
準
告
示
作

業
ト
ラ
ッ
ク
部
会
に
て
前
々

か
ら
議
論
と
な
っ
て
い
る
長

建
交
労
神
田
支
部
第
88

回
定
期
大
会
が
、
10
月
2

日(

日)

に
東
京
ト
ラ
ッ
ク
健

保
会
館
に
て
2
年
ぶ
り
に

現
地
開
催
で
行
わ
れ
、
執
行

部
18
名
、
代
議
員
66
名
の

計
84
名(

一
部
ズ
ー
ム
参
加

2
名
・
委
任
状
提
出
者
2

名)

が
参
加
し
ま
し
た
。 

冒
頭
、
前
山
常
任
よ
り
開

会
の
挨
拶
と
大
会
諸
役
員

の
提
案
が
行
わ
れ
、
コ
ア
テ

ク
ノ
分
会
の
葛
目
代
議
員

と
岩
槻
分
会
の
小
池
代
議

員
が
議
長
と
し
て
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
本

大
会
に
中
央
本
部
鈴
木
書

記
次
長
と
中
央
労
働
金
庫

一
ツ
橋
支
店
か
ら
安
田
支

店
長
が
来
賓
と
来
て
頂
き

激
励
の
あ
い
さ
つ
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
執
行
部
を
代
表

し
上
村
執
行
委
員
長
か
ら

時
間
労
働
な
ど
の
具
体
化
に

つ
い
て
若
干
の
改
善
は
進
ん

だ
が
未
だ
労
使
で
の
考
え
に

大
き
な
隔
た
り
が
あ
り
、
今

後
と
も
労
働
環
境
改
善
の
た

め
に
労
働
組
合
と
し
て
奮
闘

し
て
い
き
た
い
と
決
意
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
神
田

支
部
の
組
織
建
設
に
つ
い

て
、
８
月
末
に
は

1,957
名
の
組

織
建
設
を
達
成
し
た
が
離
職

者
が
多
い
の
も
現
状
で
あ

り
、
組
合
未
組
織
で
あ
る
会

社
の
組
織
化
も
視
野
に
入
れ

つ
つ

2,200

名
組
織
の
建
設
を

目
指
し
更
な
る
組
織
強
化
を

目
指
し
て
い
く
と
発
言
し

挨
拶
を
締
め
く
く
り
ま
し

た
。 続

い
て
石
塚
書
記
長
か

ら
2022
年
度
の
総
括
と
2023
年

度
運
動
方
針(

案)

が
提
案
さ

れ
、
提
案
の
中
で
は
、
こ
の

間
、
前
レ
キ
ス
ト
使
用
人
問

題
な
ら
び
こ
の
間
の
カ
ン

ダ
グ
ル
ー
プ
内
で
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
問
題
な
ど
、

労
働
組
合
と
し
て
不
正
を

許
さ
ず
引
き
続
き
会
社
に

は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の

遵
守
徹
底
を
求
め
る
と
同

様
に
組
合
で
は
、
未
だ
に
長

時
間
労
働
を
し
て
い
る
職

場
に
関
し
て
安
心
安
全
な

職
場
環
境
を
め
ざ
す
為
に
、

会
社
に
は
、
労
働
時
間
改
善

と
今
後
一
切
こ
う
い
っ
た

職
場
を
作
ら
な
い
よ
う
組

合
と
し
て
チ
ェ
ッ
ク
体
制

を
強
化
し
て
い
く
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
大
貫
常
任
よ
り

2022
年
度
会
計
報
告
並
び
に
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新役員 

執行委員長    橋本 稔             執行委員 太田 貴志・高橋 泰治 

副執行委員長   重村 周治                 上出 芳浩・大山 遼太 

副執行委員長   長谷川 達三                多田  悟・鈴木 政志 

副執行委員長   吉村 謙二                 永井 史郎・武田 健一 

書記長      足立 浩                  安藤 誠 ・富田 一昭 

会計監査     緒方 秀樹・宮出  

朋枝・安井まどか 

拡
大
に
向
け
た
運
動
や
平

和
憲
法
を
守
る
運
動
、
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
試
験
の
分
会
全

員
受
講
の
取
り
組
み
な
ど
、

先
駆
的
役
割
を
果
た
し
た

４
組
織
を
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。 

  

応
え
る
運
動
を
強
化
・
団
結
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
、
議
案

の
提
案
を
受
け
、
質
疑
・
討
論

に
入
り
ま
し
た
。
執
行
部
の
総

括
答
弁
の
後
、
全
て
の
議
案
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
も
建
交
労
の
組
織

で
は
、
国
民
（
世
論
）
を
二

つ
に
分
断
し
た
、
与
党
へ
の

批
判
と
時
間
外
労
働
規
制

問
題
、
二
つ
の
争
議
（
大
田

貨
物
班
へ
の
不
当
判
決
・
内

田
ラ
イ
ン
の
解
雇
撤
回
）
支

部
の
役
割
は
更
に
重
要
に

な
っ
て
お
り
、
そ
の
役
割
に

第
47
回
関
西
合
同
支
部
定

期
大
会
は
９
月

２５
日
に
京

都
高
齢
者
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
長
谷
川
副
執
行

委
員
長
の
開
会
の
挨
拶
で
は

じ
ま
り
、
大
会
諸
役
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。 

橋
本
執
行
委
員
長
の
挨
拶
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